
Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

コ ン ク リ ート
111

学 年次 論 文集，Vol．22 ，　 No ，2，200e

論文　Rl水分 計 に よ る単位水量連続測定方法 に 関す る検討
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要旨 ：生 コ ンク リー トの 単位水量を コ ンク リ
ー

ト打設 中に連続 して リアル タイム で測定する

方法 として ，RI 水分計を用 いた方法を検討して い る．　 RI水分計の 実用化を 目的 として ，測定

結果に影響を及ぼすと考え られ る要因の うち，圧送時の管内圧力，および細骨材の 吸水率を

取 り上 げ実験を行っ た．そ の 結果 ， RI 水分計の 測定値は管内圧 力の 影響 を受けな い こ と ， 異

な る 吸水率 の細骨 材で も単位水量 の 違い が再現で き る こ と を確認 した ．吸水率の 違い は校正

係数の 違い とな っ て現れるため，事前に 工 事に使用 する コ ン ク リ
ー

トを用 い て 試験する校正

方法に つ い て検討 した結果を併せ て 示す．
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　 1 ．は じめ に

　生 コ ン ク リ
ー

トの 品質を管理す る方法 として ，

高速中性子 の 減衰割合か ら単位水量 を測 定す る

ラジオアイ ソ トープ（以 下 RIと略す）水分計を用

いた 連続測定方法に つ い て筆者 らは こ れ ま で検

討 して きた 1｝．こ の 方法は，従来試料採取や測定

の手間を必 要 とした ，いわ ゆるバ ッ チ方式 の 各

試験方法
2＞に比べ て 手間も少なく，さ らに 全 コ ン

ク リ
ー

ト量 の測定が可 能とな る．こ れ まで の 実

験の 結果，ポンプ配管 を流れ る コ ン クリー トの

単位水量連続測定 につ い て ，単位水 量 の 違 い の

再現性や 測定 値の ば らつ き の 程度な ど に 関して

基本的な可能性を検証で きた．RI水分計による

測定 精度に関して は，骨材の 比重 ・吸水率の 変動

が大きな影響を及 ぼすと の 報告がある
3｝．本論文

で は RI 水 分計を用 いた単位水量 の 連続測 定方法

におい て影響を及ぼすと考え られる要因 の うち，

圧送 時の 管内圧 力 ， お よび細骨材 の 吸水率の 影

響に つ い て検討 した結果 を示 す．さらに ，工 事に

使用す る コ ン ク リー トを用 い て 事前に RI 水分計

を校正する試験方法 に つ い て検討 した結果 を示

す．

　 2 ． RI 水 分計 の 概要 と校正 式

　RI 水分計は
，放射線源（

252Cf
：カ リホル ニ ウム ）

か ら放出さ れ た 高速中性子 の 減衰割合が 測定対

象に含 まれ る水 素原子 の 量 によ っ て 変化 する こ

とを原理と して コ ン クリー ト中の 水分量を測定

する．水分量は，コ ンク リ
ー

ト中を透過 して きた

高速中性子の 数を検 出管で カ ウン トし，線源の

標準カウン ト数に対する比 （計数率比）に よ り校

正 式 （1）を用い て 算定する ．校正 式は，中性子の

減衰割合が全水分量の指数関数で表わ され るも

の で あ る
1）
．RI 水分計の 取付け状況は図一1 に示

す と お りで あ る ．

Nm ／Sm ＝ C ・exp 【D ｛（WW ）＋ α （UW −WW ）｝1 （1）

検出部

線源部

図
一1　 RI 水分 計本体 の 取付 け状況

配管

柱 （株 ）竹 中工 務 店 技術 研 究 所 研 究 開発 部 工 修 （正 会 員）
★ 2（財）日本建築総合試験所 材料試験室 室長 工 博 （正 会員 ）

t3 全 国生 コ ン ク リート工 業 組 合連 合会 中 央 技術 研 究 所 所 長 工 博 （IE会 員 ）
t4

ソ イル ア ン ドロ ッ ク エ ン ジニ ア リ ン グ （株 ）機 械 部 部 長

343一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

　 Nm ：試料測定カ ウ ン ト（cpm ）

　 Sm ； 線源 強度 （標準カウン ト：cpm ）

　 WW ：試料の 単位水量 （kg〆m3 ）

　 UW ： 試料の 密度 （単位容積質量（kg！m3 ））

　 C，D ， α ： 校正係数

測定値の 標準偏差

　　 　　　 　　 　 l　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2）　　 　σ WW ＝

　　　　　（1一 α ）
・IDI》扁

ST ：Nm のサ ンプリング時間 （min ．）

　 3 ．圧 送 時 の 管 内圧 力 の 影 響

　ポン プ圧送の 管内圧 力の違い に よ る コ ン ク リ
ー

ト密度の 変動，また吐 出流量 の違 いによ っ て RI

水分計の単位水量測定値が影響を受ける 可能性が

ある．こ れ らの 要因に つ いて 実験的に検討 した．

　 3 ． 1　 実験概 要

　（1）　 因子 と水準

　実験因子 は管内圧 力お よびコ ンク リー トの 単位
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

水量 とした．管内圧力の 目標値は O．3Nlmm ，

　 　 　 　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
0．4Nlmm ， および 0。5N ！mm の 3 水準と し，コ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3　 　　　 　　 　　 3
ン ク リ

ー
トの 単位水量は，165kg／m ，185kg〆m ，

205kglm3 の 3水準 とした．実験は同じ配 （調）合

の コ ン クリ
ー

トを 3 回繰 り返 して 練 り混ぜ て

行 っ た．

　（2）　材料と配 （調）合

　実験に使用 した材料を表 一1 に示す．コ ン ク

リー トの配 （調）合は表
一2 に示す通 りで あり，ス

ランプ 18 ± 2．5cm ，空気量 4．5 ± L5 ％ を 目標と

表 一1　コ ンク リ
ー

トの 材料

種類 性 質

セ メン ト 普通ボル トラン ドセ メン ト（密度3．16＞
市原産陸砂（密度2，59，吸水率 2．67％）

細骨材
葛生産陸砂（密度2．69，吸水率 2．04）

粗骨材 上 磯産砕 石 （密度2．69，吸水率0．4％）

AE減水剤 リグニ ンス ル ホン酸化合物

高性能
AE減 水 剤

ポリカル ボ ン 酸工
一

テ ル と

架橋ポ リマ
ー

複合体

表 一2　コ ン ク リー トの 配 （調）合

単位量（kglm3）No．
WIC

（％）

Sla

（％） セ メン ト 水 細骨材 粗骨材

147 ．147 165830

252 、945 ．1350185778969

358 ．643 ．7 205726

表 一3　フ レ ッ シ ュ コ ンク リ
ー

トの試験結果

ス
一
ン ブ（。 m ） 気 1 （男）単位 水量

基準 値

（kg／m3 ）

回 数 圧 力

 

圧 力

 

圧 力

 

圧 力

  ．
圧 力　 圧 力

  　 　  

119 ，018018 ，5324 ．0　　 4、0

205220 ．519 ．518 ．53 ．12 ．4　　 2．5
319 ．019 ．019 ．03 ．03 ．84 ．5
112 ．516 ．514 ．53 、03 、12 ．9

185218 ．0 ユ7，016 ．04 ．33 ．05 ．5
314 ．5 ユ4，514 ．53 ．03 ．43 ．7
112 ．016 ．013 ．05 ，06 ．06 、0

165218 ，016 ．014 ．56 ．65 ．553
317 ．016 、516 ．56 、06 ．27 、0

※ 目標 圧力  ：05NXmm
’
、  O．4N〆mm2 、  O．3N／mm2

した．コ ン ク リ
ー

ト試料は市中の 生 コ ンプラ ン

トで 製造 し た．表
一3 に フ レ ッ シ ュ コ ン ク リー ト

の試験結果 を示す ．

　（3 ）　実験方 法

　 コ ン ク リ
ー

ト圧 送実験 に 用い た装置 は ， ピ ス

トン式ポ ン プ（最大吐 出量 115m3fhr）か ら全長約

35m の 配管を接続 し，圧送されたコ ン クリ
ー

ト

が再びポン プの ホ ッ パ に戻るよ うな 循環 シ ス テ

ム とした．RI 水分計はポン プ出口 か ら約 3m の

位置に 配 置 し，そ の 近傍に 圧 力ゲー
ジを取 り付

けた ．吐 出流量は，配管出口 に ロ
ー

ドセル を介 し

て 吊り下げた ホ ッ パ を設 け，単位時間あた りの

質量 増加 を測定 して算出した ．

　実験条件は，圧 送時の管内圧 力が 目標値 とな

るよ うに圧 送速度を調整 した．一
回の実験で は，

30分間コ ン クリ
ー

トを循環 させ る うち，10分 ご

とに管内圧 力を変化させ て 単位水量 を測定した．

　 3 ． 2　 実 験 結 果

　（1）　管内圧 力と吐 出流 量 の 測定結果

　管内圧 力と 吐 出流量 の 関係を図 一2 に 示す．管

内圧 力は 0．27Nlmm2 か ら 0．82N 〆mm2 の 範囲で

あ っ た．吐出流量は配 （調 ）合によ っ て傾向は異

な る もの の管内圧 力が高い ほ ど多 くな る．

　（2 ）　管 内圧 力 と単位 水量 測定値の 関係

　管内圧 力と 10分間の 単位水量測定値の 平均の

関係を図
一3に示す．各単位水量の 水準で ，管内

圧 力が 変化して も単位水量測定値 に大きな差は

み られない ．RI水分計によ る測定結果 は ，本実

験の 圧力の 範囲で は管内圧 力，ある い は吐 出流

量 の 影響を 受けな い こ とが 明 らか とな っ た．

一 344一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

150

？ 120
ξ

”

∈ 90
繭
爆 60

＃ 30

o

▲

国

一一一一一一．−
T

−．．

　 　 　 　 ■
．．T．．．一

魂  
．
6
一

区膿 i
−…

  騨
一．一

「 □ W165’31

…槻 05−1

　
1
▲糀 05−21

．＿■ W205 −31
。 W185 −1…　　　　 1

　：△WIB5−21
　 　 　 　 　

　1圏 W185−3　i

　 　 0　　　0．2　　0．4　　0．6　　0．8　　　1　　　1．2

　　　　　 管内圧 力（N／mm2 ）

図 一・2　管 内圧 力 と吐 出流量 の 関係

［
．
裲 巨醇 ヨ
E▲ W205 −2

表 一4 　コ ンク リー トの 材料

種類 性質

セメン ト 普 通 ボル トラン ドセ メン ト（密 度 3．16）

（A）大 井 川 水 系陸砂（密度 2．61、吸 水率141 ％）

細骨材 （B）混 合 砂 （密度2，60、吸水率2．63％）
（C）混 合 砂（密度2．49、吸水率6．05粉

粗骨材 青梅産硬質砂岩砕石 （密度 2，62、吸水率 1．59粉
AE 滅水剤 1丿グニ ン ス ル ホン 酸 化 合物

高 性 能

AE減 水 剤

ポリカルボン 酸工 一
テ ル と

架橋ポリマ
ー
複合体
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図 一3　 管内圧 力 と単位水量測定値の 関係

　 4 ．細骨 材吸 水率の 影響

　RI水分計は測定対象の 全水分量を測 定す る特

徴 を有す る こ とか ら，骨材の 吸水率が異な る こ

と に よ っ て 単位水 量測定値が影響を受ける こ と

が考え られ る ．こ こ で は細骨材の 吸水率の 影響

を検討するため に，セ メ ン ト量 ・粗骨材量
一

定 と

し，同
一一の粗骨材種類の 下で 実験を行 っ た ．

　 4 ． 1　 実験概 要

　 （1）　 因子 と水 準

　実験因子は細骨材の 吸水率 お よび コ ン ク リ
ー

トの 単位水量と した．吸水率は 1．4％，2．6％，お

よび 6ユ％ の 3水準 とし，コ ン ク リ
ー トの 単位水

量は 165kg ／m3 ，185kglm3 ，205kglm3 の 3 水準

とした．実験は ， 各々 の 組合せ の コ ンクリ
ー

トを

2 回繰 り返 して 練 り混ぜ て 行 っ た．なお，吸水率

L4 ％ の細骨朷に 関する結果は，既往の 発表デー

ダ
）
に よ る もの で あ る．

　 （2）　材料 と配 （調 ）合

表 一5 コ ン ク リー トの配 （嗣）合

単位量 （kg！m ）細 骨材

種 類
No ．

WIC

（％）

S〆a

（％〉 セ メン ト 水 細 骨材 粗 骨材

147 ，149 ．7 165877
B252 ．9482350185824905

358 ，646 ．6 205773
147 ．149 ．7 165841

C252 ．948 ．2350185791905
358 ，646 ．6 205741

　細骨材は，吸水率 1．4％ の 陸砂単味 （A），およ

び吸水率 2．6％ の混合砂 （B）と吸水率 6．1％ の 混

合砂 （C）を使用 した．混合砂 B お よび C は JISの

粒度分布 に適合す るよ うに調整したもの で ある，

実験に使用 した材料を表 一4 に示す．コ ン ク リ
ー

トの 配 （調）合は ， ス ランプ18 土 2．5cm ，空気量

4．5 ± 1．5％ と し，試験練 り に よ り定めた．コ ン

クリ
ー トの 配 （調）合を表 一5に示す．コ ンク リ

ー

トは，容量 250 リットルの強制練 りパ ン型ミキサを

用い ，実験室 内 で 1バ ッ チ の練 り量を 2001Jットルと

して 1 回の 実験 に つ き 2 バ ッ チ練 り混ぜ た．

　（3 ）　実験 方法

　コ ン クリ
ー

ト圧送 実験に 用 い た 装置 は ，既発

表の実験装置
り
と同

一
と し，ス クイ ズ式ポ ン プか

ら全 長約 15m の 配管を接続し て ，圧送 された コ

ンク リ
ー トが再び ポン プの ホ ッ パ に 戻る ような

循環 シ ス テム と した ．ポンプ配管の 圧 力勾配な

どの実験条件も同
一とし，

一
回の 実験で は 30 分

間
一定の 圧送速度で コ ンクリ

ー トを循環 させて

単位水量の 測定を実施 した．

　 4 ． 2　 実験結果

　（1）　 吸水 率 と校 正係 数 α の 関係

　校正 係数 α は，RI水分計の 測定値が配 （調）合

上 の 単位水量 と合致 す るよ う に 定め た ．異な る

吸 水 率 ご と に 算定 した RI 水分計 の 校正 係数 α
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図 一4　 細骨材 の吸水率 と校正係数の 関係

と，細骨材の吸水率の 関係を図 一4 に 示す．校正

式の 係数 α は細骨材の 吸水率が 大き い ほ ど大 き

な値 とな る傾向にある、これ は，RI水分 計が測

定対象の 全水分量を計測す ると い う特徴 を有す

る ため に，吸水率が 大きな材料を用 い る場 合 に

は ，表乾状態を基 準とす る 配 （調 ）合設 計値 に比

べ て ，吸水率の 大きな分だけ全水分量 の 増加が

ある こ とが 原因と考え られ る ．実 際の 工 事 で は，

生 コ ン プラ ン トごとに骨材な どの 使用材料が異

な る た め，実際の 工 事に用 い る材料 に対 して 校

正係数 α を定め，吸水率等の影響を補正 して お

く必要が あ る ，

　（2 ）　 単位水 量測定 値 の 再現 性

　校正 係数 α を異なる 吸水率ごとに定め て 算定

し た Rl 水 分計 の 単位水量 測定値の 30 分間の 平

均 と，配 （調 ）合 上 の 単位水量 の 関係を図
一5に 示

す．RI 水分計に よ る 測定値と配 （調）合上 の 単位
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3　　　　　　　　　　　　　　　 3

水量 の 差は平 均が 3．4kg ！m ，最大で 8．2kglm で

（ 210M

ξ
望 200

逼
褒 190

S180 　
　　 　　

ll　17・
撰 　　　
　 160

　 　 　 160　　170　　180　　190　　200　　210
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　 図 一5　配 （調 ）合上 の 単位 水量 と

　　　　 単位水 量測 定 値の 関係

あり，繰 り返 し の ばらつ き も小 さ く．配 （調 ）合

上 の 単位 水量 の 違い を再 現で き て い る ．した

が っ て，RI水分計は校正式の 係数 α を適切 に定

め る こ とによ り，吸水率の 違い に 関係な く コ ン

ク リ
ー

トの 単位水量を 再現で き る とい える，

　（3 ）　測定値 の 標準 偏 差 と線原強度 の 関係

　実験時期 の 異なる 細骨材 A と．細骨材 B，C の

実験結果か ら，サン プ リ ン グ時間 を 120 秒と し

た とき の 単位水量測定値の標準偏差を表 一6に示
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

す．細骨材 A で は標準偏差は 2．5 〜 6．2kg！m で

あ っ たの に対 し ， 細骨材B およ び細骨材 C で は
　 　 　 　 　 　 3
3．3 〜 9。Okg ！m と大きい ．実験で は 1司一

の 放射

線源を用い て い る が表
一6 に示すよ う に

，
2 年間

の 経年変化 によ る線源強度の低下が標準偏差 の

大き く な っ た原因 と考え られ る ．こ れ は，測定値

の 標 準偏差が線源強度の 平方根に 反比例す る こ

とを示す式 （2）の 現象 を表わ してお り，必要な精

度 を確保す る に はサ ン プ リン グ時間を長 くす る

な どの 対処が考 え られ る，

　 （4 ）　 単位 水量確 認 結果

　 フ レ ッ シ ュ コ ンク リ
ー

トの 単位水量は，RI水

分 計以 外に高周 波加熱乾燥法
2）

によ っ て 測 定 し

た．高周波加熱乾燥法 による 単位水量測定結果

を表
一7 に 示す．配（調 ）合上 の 単位水量 と測定結

果の 比 は 0．98 か ら 1．04 の 範囲に あ り，図
一5 の

RI 水分計の 結果が O．96 か ら 1．04 で あ っ た こ と

と比較する と，高周波加熱乾燥法 とRI水分計の

測定値は 同程度 の再現性を有 して い る ，

表 一6　 単位水量測定値 の 標準偏差

配 （調 〉合

単位 水 量

（kglm
呂

）

実 験 の

回 数

測 定値 の 標準 偏 差

　　（kg！m3 ）

細骨材A 細骨材B 細骨材C

3．8 5．6
165

17．「，7，，7．「「
2

　 　 3．2■■7，P・，，．鹽．鹽鹽鹽昌．．．．
　 　 4．2 百、耳

， ， ，
　 　 4．7

1 9．0
185

．．．■幽「PP．
2

2，76
，2Fr

「「「，・「，i「
　 　 4，9．．鹽昌．．，鹽鹽．P「
　 一

　 5．5r．．rr，「．L，，，FF
　 7．0．鹽鹽rP■．■，，，，

　 3
，「 9
　 2．5

”…’
＝
……

1 33 ＿ 鼠o

205 2 2，9 3．3
6．16
．9　 ，．

3P
，，，．■，■rr
　 　 33

’”…’
：：

” ’「’…
二
卩鹽’…

平 均値 3．5 5，4 6．0

最 大値 6．2 9．0 7．0
’ 、 直 2．5 3．3 4．7

，1，　 度（μ Ci 20 12．4
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表
一T　 高周 波 加熱 乾燥法 に よ る

　　　 単 位 水 量 測 定 結果

単位水量測定結果（kg／m ）細骨材

種類

配（調）合

単位水量

（　 m3 ＞

実験繰り返 し

1回目 2回 目 3回 目

165 170．1168 ．9 彈

A 185 186．7187 ．9186 ．3
205 201．3204 ．4205 ，7
165 163．8164 ．6 層

B 185 182．7184 ．8 一

205 213．7205 ．1 一

165 170．0171 ．4 一

C 185 191．2192 ．4 一

205 207．4204 、9 一

5 ．校 正 方法 に 関す る検 討

　細 骨材吸水率の 影響 を受ける校正 係数 α は ，

実際の 工 事に 使用する材料 ごとに定め る必要が

ある．そ こ で ， 事前に校正係数 α を得 る方法と し

て ，ポ ン プ配管 を模擬 し た校正用 配管に コ ン ク

リ
ー ト試料を詰め ，コ ン ク リ

ー
トが流動する 代

わ り に RI 水分計を配管に対 して 相対的に 一定速

度で移動 させ る校正試験方法を検討 した ．

　 5 ． 1　 実験概要

　（1）　 因子 と水準

　実験因子は細骨材の 種類 ， お よび コ ン ク リ
ー

トの 単位水量と した．細骨材の 種類は 2 種類 と

し，各 々 の 細骨材に つ い て コ ン ク リ
ー トの 単位

　 　 　 　 　 　 　 3　　　　　　　　　 3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3
水量 を 165kg／m ，185kg／m ，205kg ！m の 3 水

準 とした．

　（2）　材 料 と配 （調 ）合

　実験 に使用 した材料 を表 一8 に示す ．コ ン ク

リ
ー

トの 配 （調）合は，フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ
ー

ト

のス ラ ンプ 18 ± 2．5cm ， 空気量 4．5 ± 1．5％ と

して試験練 り に より定めた．コ ン ク リートは，容

量 50 リ ッ トル の 強制練 りパ ン 型 ミ キサ を用 い
，

表 一8　 コ ン ク リー トの 材料

種類 性 質

セ メント 3銘柄混 合普通ボル トラン ドセ メン ト（密度3、15）
（A）城陽産山砂（密度2．57、吸水率2．38％）

細 骨材 （B ）日比産海砂 （密度2，60、吸 水率1．16％）と

棋尾 山産砕砂（密 度2．61、吸水率 1．21％）の 混合砂

粗 骨材 宝塚 産砕石 （密 度2．65、吸 水率 1．02覧）
AE減水剤 リグニ ンス ル ホン 酸化合物

高 性 能

AE滅水 剤

ポリカル ボン 酸 工 一
テ ル と

架橋 ポリマ
ー複 合体

キ ヤツプ

｛ ＼

国□
舮

臼［＝］
　　 餐｝

→ 謄

コ ンクリ
ー

ト試料

図 一6　校正試験装置

実験室内に て 1バ ッ チ の 練 り量 を約 20 リ ッ トル

と し て 練 り混 ぜ，全量 を校正 実験 に 供 し た．

　（3 ）　実験方法

　実験装置は，図 一6 に示すよ うに，コ ン ク リ
ー

ト試料を長 さ lm の 試料配管に 詰め て キ ャ ッ プで

密閉し，両端 にダミ
ー

配管を接続 した模擬配管

に対 し，RI水分計 を配管に 沿わ せ て毎秒 025cm

で 移動 させ た ．模擬配管 は外径 139mm ，肉厚

3．5mm の もの を使用 した．試料配管 1本に対 し，

両端部に は 同
一

配 （調）合 の ダミ ー
試料を 15cm の

厚 さずつ 詰め，校正 試料は約 10 リ ッ トル 使用 し

た．1回 の 計測で は 2 組の 模擬配管を使用 し，練

り混ぜた コ ン ク リ
ー

ト全 量 を測定 した．

　 5 ． 2　 実験 結 果

　試料配管内の単位水量測定結果の
一

例 を図
一7

に示す ．配管内の単位水量の 分布は概ね大 きな

変動や偏 りな く測定す る こ とが で き た．校正用

の コ ン クリ
ー

ト試料を詰めた 部分 の 単位水 量測

定値の 平均 と，配 （調 ）合上 の 単位水量の 関係を

図
一8 に示す．RI 水分 計校正装置 によ る単位水量

の 測定値は，細骨材 A および細骨材 B の 場合と

もに配 （調）合上 の 単位水量の 違い を再現する こ

とがで きた，したがっ て，本試験方法に よ っ て校

正 が可能で ある と考え られ る ．

　 校正 試験 に よる 係数 α の 値 は ，細骨 材 A が

O．1626，細骨材 B が 0．1603 で あ っ た．細骨材 A
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に誤 っ て 細骨材 B の 校正 係数を用い た場合の 測

定結果 と，も との 細骨材 A の デー
タ の 比較 を図

一

9 に示す．校正係数 α が約 0．002 違うこ とによる

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3
単位水量測定結果の 差は約 6kglm で ある こ とが

わかる．

6 ．ま とめ

RI 水分計を用 いた単位水量連続測定方法に つ

拿245

垂23 ・

畏215

莢 200

巽185

S17°
　 155

　 　 　 0　　　　　20 　　　　40 　　　　60　　　　 80　　　　100

　　 　　　 　　 　　 移動 距 離（cm ）

　　 図 一7　 単位水量測定結果の 一例

　　　　　 （細骨材 A、単位水量 185kg ！m 」）

．．． 一一一一一．．一 ．一一．一．

．一 一

い て ，単位セ メ ン ト量 ・粗骨材量，および粗骨材

種類を
一定 とした条件の 下で ，圧 送圧 力お よび

細骨材の 吸水率の影 響，校正試験方法に関す る

実験を行 っ て得 られた結果を以下 に まとめ る ．

  ポンプ圧送時の 管内圧力，吐出流量は，RI水

　分計の 単位水量測定値に影響を及 ぼさな い ．

  細骨材の吸水 率によ っ て校正係数 α は異なる．

  細骨材の 吸水率が異なる場合で も，校正 係数

　 を適正 に定め る こ とによ りRI水 分計 の 測 定値

　 は配 （調）合上の単位水量の違い を再現で きる．

  今回提案 した，実際に 工 事に使用す る コ ン ク

　 リ
ー

トを用い る校正試験方法 は，配 （調）合上

　の 単位水量 の 違い を再現する こ とがで き，校

　正 係数を得 る こ とがで きる．

　今後は，校正 試験で 得た校正係数の実際の圧

送状態で の測定 へ の適用性 に つ い て検討す る と

ともに ，骨材の 吸水率の 日内 ・日間変動の 影響等

に つ いて施工実験によ り検証す る予 定で ある ．
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　　　 単 位水 量 測 定 値 の 関係
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